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コメント 

 本研究は、シアノバクテリアの生物時計の概日周期発生機構におい

て、自律的発振、温度補償性、同調能という３つの特徴的な機能の背景

にある分子機構の解明を目標としている。これらの機能に主要な役割を

果たす時計タンパク質 KaiC の、１日当たり１２回程度という超低速な

ATP 加水分解機構を、原子レベルの分子構造解析により明らかにし、そ

れに基づいて生物時計のメカニズムを解明しようとする挑戦的な研究計

画である。応募者らは、この分野で国際的に評価の高い業績を上げ、生

物時計メカニズムの本質的な理解に迫っており、優れた成果が期待でき

る。 

以上の理由により、基盤研究（Ｓ）として採択すべき課題であると判

断した。 
 

 
 


